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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信エンティティにおけるステータス・レポート・トリガのための方法であ
って、
　データ・ユニット・セグメントを受信することであって、該データ・ユニット・セグメ
ントは、受信機への送信のために、複数のデータ・ユニット・セグメントに再セグメント
化された元のデータユニットの一部である、前記受信すること、
　前記データ・ユニット・セグメントが前記複数のデータ・ユニット・セグメントの最終
セグメントであることを示す最終セグメントフラグ（ＬＳＦ）を、受信された前記データ
・ユニット・セグメントが含むと判断すること、
　前記データ・ユニット・セグメントが最終セグメントであることを示す最終セグメント
フラグを、前記受信されたデータ・ユニット・セグメントが含むと判断することに応答し
て、前記再セグメント化されたデータユニットのステータスレポートを含んでいるステー
タスレポートを送信すること
　を含む方法。
【請求項２】
　前記データ・ユニット・セグメントの長さが、前記データ・ユニット・セグメントの前
記受信以前には前記受信機に知られていない、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記再セグメント化されたデータユニットのステータスレポートを送信することが、
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　前記複数のデータ・ユニット・セグメントからの少なくとも１つの欠落データ・ユニッ
ト・セグメントが存在すると判断すること、
　タイマが期限切れになったと判断すること
　に応答してステータスレポートを送信すること
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　時間を表すタイマの値を基地局から受信することをさらに含む、請求項３に記載の方法
。
【請求項５】
　ステータス禁止タイマのステータスを無視することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ステータス禁止タイマが期限切れになっていないと判断すること、前記ステータス禁止
タイマの期限切れ後にステータスレポートを送信することを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項７】
　前記ステータスレポートがセグメントＩＤを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記セグメントＩＤが前記データ・ユニット・セグメントのセグメントオフセットであ
る、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記最終セグメントフラグ（ＬＳＦ）を有する前記受信されたセグメントのセグメント
ステータスを、送信前に前記ステータスレポートに挿入すること
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記再セグメント化された元のデータユニットのすべてのセグメントが受信されたと判
断すること、
　前記元のデータユニットのシーケンス番号が受信されたことを示すステータスレポート
を送信すること
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信エンティティにおけるステータス・レポート・トリガのための方法であ
って、
　最終セグメントフラグ（ＬＳＦ）を含む再セグメント化されたデータ・ユニット・セグ
メントを受信すること、
　前記最終セグメントフラグ（ＬＳＦ）を有する、受信された前記再セグメント化された
データ・ユニット・セグメントに応答して、セグメントＩＤおよび関連付けられたステー
タスを備えるデータ・ユニット・セグメント・ステータスレポートを送信すること
　を含む方法。
【請求項１２】
　前記関連付けられたステータスは、前記識別されたセグメントが欠落しているというこ
とである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記セグメントＩＤが、前記受信されたセグメントを識別する、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記セグメントＩＤが、受信されていないセグメントを識別する、請求項１１に記載の
方法。
【請求項１５】
　ステータスレポートを生成するための方法であって、
　プロトコル・データ・ユニットを受信することであって、プロトコル・データ・ユニッ
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ト（ＰＤＵ）は、前記受信されたＰＤＵが複数のセグメントの最終セグメントであること
を示す最終セグメント・フィールド・インジケータを有する、前記プロトコル・データ・
ユニットを受信すること、
　前記最終セグメント・フィールド・インジケータを受信することに応答してステータス
レポートを生成すること
　を含む方法であって、前記ステータスレポートは、セグメント識別子と、識別されたセ
グメントのステータスとを含み、前記識別されたセグメントは、前記ＰＤＵにおいて受信
されたセグメントである、方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信エンティティにおけるステータス・レポート・トリガのための方法であ
って、
　プロトコル・データ・ユニット・セグメントを受信することであって、該データ・ユニ
ット・セグメントは、受信機への送信のために、複数のプロトコル・データ・ユニット・
セグメントに再セグメント化された元のプロトコル・データ・ユニットの一部である、前
記受信すること、
　前記プロトコル・データ・ユニット・セグメントが複数のプロトコル・データ・ユニッ
ト・セグメントの最終セグメントであることを示す最終セグメントフラグを、受信された
前記プロトコル・データ・ユニット・セグメントが含むと判断すること、
　前記プロトコル・データ・ユニット・セグメントが複数のプロトコル・データ・ユニッ
ト・セグメントの最終セグメントであることを示す最終セグメントフラグを、前記受信さ
れたプロトコル・データ・ユニット・セグメントが含むと判断することに応答して、前記
再セグメント化されたプロトコル・データ・ユニットのステータスレポートを含んでいる
ステータスレポートを送信すること
　を含む方法。
【請求項１７】
　前記プロトコル・データ・ユニット・セグメントを受信することが、前記受信機への送
信のために再セグメント化された元のプロトコル・データ・ユニットの一部であるプロト
コル・データ・ユニット・セグメントを受信することをさらに含み、前記複数のプロトコ
ル・データ・ユニット・セグメントの各プロトコル・データ・ユニット・セグメントの長
さが可変である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ステータス禁止タイマのステータスを無視することを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記元の再セグメント化されたプロトコル・データ・ユニットの最終セグメントである
という表示を有するプロトコル・データ・ユニット・セグメントが欠落していると判断す
ることを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　前記プロトコル・データ・ユニット・セグメントを受信することが、「ＰＤＵセグメン
ト」を示すヘッダにおいて表示を有するプロトコル・データ・ユニット・セグメントを受
信することを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ステータスレポートを含んでいるステータスレポートを送信することが、
　前記プロトコル・データ・ユニット・セグメントのヘッダが「ＰＤＵセグメント」を示
すプロトコル・データ・ユニット・セグメントを受信することに応答してタイマを開始す
ること、
　「最終セグメントフラグ」表示を有する関連付けられたプロトコル・データ・ユニット
・セグメントが前記タイマの期限切れ前に受信されていない場合に、前記タイマの期限切
れに関するステータスレポートを送信すること
　を含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２２】
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　前記ステータスレポートがセグメントＩＤを含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２３】
　前記セグメントＩＤが前記プロトコル・データ・ユニット・セグメントのセグメントオ
フセットである、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　最終セグメントフラグ（ＬＳＦ）を有する前記受信されたセグメントのセグメントステ
ータスを、送信前に前記ステータスレポートに挿入すること
　をさらに含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項２５】
　前記再セグメント化されたプロトコル・データ・ユニットのすべてのセグメントが受信
されたと判断すること、
　前記元のプロトコル・データ・ユニットのシーケンス番号が正常に受信されたことを示
すステータスレポートを送信すること
　をさらに含み、個々のセグメントを識別するのに前記ステータスレポートが必要でない
、請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、受信されたプロトコル・データ
・ユニットの方法のためのステータス・レポート・トリガに関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ仕様においては、無線リンク制御（ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ：
ＲＬＣ）プロトコル層が、無線インタフェースを介したプロトコル・データ・ユニット（
ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ：ＰＤＵ）の送達を担う。信頼できるＰＤＵ送達
を確実に行うために、肯定応答モードを使用してもよい。このモードでは、受信機が、Ｐ
ＤＵの受信成功を示すステータスレポートを送信する。ＰＤＵが受信されたことを示す受
信機からのステータスレポートをトリガするために、ポーリングビットをＲＬＣ　ＰＤＵ
ヘッダに含めることは周知のとおりである。別のソリューションでは、ＲＬＣ　ＰＤＵヘ
ッダにポーリングビットが含まれていないこともあるが、受信機に送信される別個のポー
リング制御ユニットによってステータスレポートがトリガされる。
【０００３】
　一部のワイヤレス通信プロトコルでは、ＰＤＵが最初の送信の後に正常に受信されなか
った場合に、ＲＬＣ層がそのＰＤＵを再セグメント化するよう提案されてきた。同じＰＤ
Ｕを再送信するときに、ＰＤＵ全体が、再セグメント化されたＰＤＵセグメントとも称さ
れる個々のセグメントで送信されてもよい。例えば、サイズが１０００バイトの元のＰＤ
Ｕは、３５０バイト、４００バイト、および２５０バイトという３つのＰＤＵセグメント
に再セグメント化することができる。３セグメントというのは任意の数であり、例として
使用されているにすぎない。新たに生成されたＰＤＵセグメントの場合には、送信後にス
テータスレポートが必要とされる。さらに、送信ウィンドウを広げ（ａｄｖａｎｃｅｄ）
、受信機バッファを新しいデータ用に解放できるように、ＰＤＵの送信機がＰＤＵの受信
ステータスを把握しておくことにはメリットがある。その手法の１つは、ポーリングビッ
トを再セグメント化されているデータユニットに含めることである。ただし、一部のＲＬ
Ｃプロトコルでは、ステータスレポートが必要か不要かの表示（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）
によってビット値が切り替わる場合には、送信されるすべてのデータユニットにポーリン
グビットを含めることが非効率的である可能性がある。さらに、プロトコルの全体構成を
理由に、ポーリング禁止タイマが稼働しており、結果的にポーリングビットの設定が妨げ
られる場合もある。あるいは、ステータス禁止タイマが稼働しており、それによってステ
ータスレポートの送信が妨げられる場合もある。ただし、再セグメント化されたデータユ
ニットの最終セグメントが受信された後、速やかにステータスレポートを受信することに
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は大きなメリットがある。例えば、これによって送信機が送信ウィンドウを広げることが
でき、その結果、受信機へのさらなるパケット通信が可能となり、最終的にユーザの利便
性を改善できる場合がある。従って、効率的なメカニズムを特定して、再セグメント化さ
れたＰＤＵの送信後にステータスレポートをトリガすることにはメリットがある。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】再セグメント化されたプロトコル・データ・ユニットの一実施形態を表す図であ
る。
【図２】ステータスレポートのトリガの一実施形態を表す図である。
【図３】ステータスレポートのトリガの別の実施形態を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本開示の各種態様、特徴、および効果は、以下に示す本開示の詳細な説明を添付図面と
共に慎重に考慮すれば、当業者にとって十分に明らかになるであろう。図面は、明瞭化の
ために単純化された可能性があり、必ずしも正規のスケールで描かれているとは限らない
。
【０００６】
　図１は、３ＧＰＰ通信システムで使用されるプロトコル・データ・ユニット（ＰＤＵ）
１００の一実施形態を表す。ＰＤＵは、再セグメント化されたＰＤＵ　２００（すなわち
データ・ユニット・セグメント）に再セグメント化されている。本実施形態において、Ｐ
ＤＵ　１００は、第１のＰＤＵセグメント１０１、第２のＰＤＵセグメント１０２、およ
び第３のＰＤＵセグメント１０３という３つのセグメントに再セグメント化されている。
再セグメント化された３つのＰＤＵセグメント（１０１、１０２、および１０３）はいず
れも、最終セグメント・フラグ・フィールド（ＬＳＦ）を有する。再セグメント化された
ＰＤＵの最終セグメントであるセグメント、つまり本実施形態における第３のセグメント
は、最終セグメントであることを示す「１」をＬＳＦに有する。残りのセグメント、つま
り第１のセグメント１０１と第２のセグメント１０２とは、ＬＳＦに「０」を有する。再
セグメント化されたデータユニットの最終セグメント内に含まれるＬＳＦは、再セグメン
ト化されたデータユニットのステータスをレポートする目的で最適化される新型のステー
タスレポートをトリガする。
【０００７】
　ＰＤＵ送信機、つまり一実施形態における基地局は、さまざまな理由でＰＤＵ　１００
を再セグメント化することにしてもよい。一実施形態において、ＰＤＵ　１００は、以前
に失敗したＰＤＵ　１００の送信試行に応答して再セグメント化されている。別の実施形
態において、ＰＤＵ　１００は、無線条件または無線リソース割り当てストラテジの変更
のために再セグメント化されている。再セグメント化されたＰＤＵ　２００の各セグメン
トのサイズは同じである場合もあれば、セグメントによって異なる場合もある。再セグメ
ント化を実行する際に、送信機は、再セグメント化されたＰＤＵの最終セグメントに「最
終セグメントフラグ」表示（ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）を含める。このフラグは、このＰＤ
Ｕセグメントが元のＰＤＵの最終セグメントであるかどうかを示す。例えば、３５０バイ
ト、４００バイト、および２５０バイトにそれぞれ再セグメント化された先述の１０００
バイトＰＤＵの例の場合、３５０バイトのセグメント及び４００バイトのセグメントの「
最終セグメントフラグ」は設定されず、フラグは最終セグメントである２５０バイトのＰ
ＤＵセグメントに対して設定される。
【０００８】
　一実施形態において、基地局は、通信システム用の３ＧＰＰ準拠基地局である。本実施
形態において、基地局は、ユーザ機器（ＵＥ）とも称されるワイヤレス通信装置と通信す
る。基地局とＵＥとは、データを交換する。交換するデータは、音声通信データやユーザ
間で交換されるデータなどのトラフィックデータ、およびトラフィックデータと関連付け
られている制御データである可能性がある。
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【０００９】
　ワイヤレス通信装置で、通信システムの基地局に対する再セグメント化されたプロトコ
ル・データ・ユニット（ＰＤＵ）のステータスレポートの送信をトリガする方法が、図２
に示されている。本実施形態において、ワイヤレス通信装置は、基地局によって再セグメ
ント化されて（再セグメント化されたＰＤＵ）送信されたＰＤＵ　２０２を受信する。ワ
イヤレス通信装置は、ＰＤＵセグメントの１つが、正の数（すなわち「１」）に設定され
ている最終セグメントフィールド（ＬＳＦ）を含むと判断する（２０４）。この値は、セ
グメントが再セグメント化されたＰＤＵの最終セグメントであることを示す。ＬＳＦフラ
グが設定された受信済みの再セグメント化されたＰＤＵに応答して、ワイヤレス通信装置
はステータスレポートを送信する（２０６）。一実施形態において、このレポートは、セ
グメントＩＤ（すなわち、総セグメントのうちのセグメントインデックス番号、または元
のＰＤＵに対するセグメントオフセット）と、識別されたセグメントの関連ステータスと
を表す。別の実施形態において、ステータスレポートは、欠落セグメントを識別する。
【００１０】
　再セグメント化されたＰＤＵは、オーバーヘッドを減らすため、ポーリングビットを含
んではならなない。ポーリングビットの目的は、受信ワイヤレス通信装置によってステー
タスレポートをトリガすることである。ポーリングビットがＰＤＵセグメントヘッダに含
まれる場合であっても、ポーリング禁止タイマが期限切れになっていないために送信機が
ポーリングビットを設定できない場合があり、このようにして送信機によるポーリングビ
ットの設定を禁止している。ただし、３ＧＰＰシステムでは、再セグメント化されたＰＤ
Ｕの最終セグメントが、最終セグメント・フィールド・インジケータを含んでおり、これ
が再セグメント化されたＰＤＵの最終セグメントであることを示す。
【００１１】
　図３は、ステータス禁止タイマがワイヤレス通信装置（すなわち受信装置）で起動して
いる場合のステータスレポートをトリガするための方法を示す。ステータス禁止タイマが
稼働中で、期限切れになっておらず（３０６）、受信機がＬＳＦを含むＲＬＣ　ＰＤＵ　
３０２セグメントを受信し、これが最終セグメントである（すなわち、「１」に設定され
ている）（３０４）ことを示す一実施形態において、受信機は、稼働中のタイマを無視し
（３０８）、再セグメント化されたＰＤＵのステータスを含んでいるステータスレポート
を生成して送信する（３１０）。
【００１２】
　好適な実施形態においては、ＬＳＦを含んでいるセグメントを受信することに応答して
、「ＰＤＵセグメントステータス」という新型のステータスレポートが送信される。この
ステータスレポートは、セグメントＩＤと、関連付けられたステータスとを含んでいる。
別の実施形態では、再セグメント化されたＰＤＵの欠落セグメントのセグメントＩＤがス
テータスレポートに含まれる。ステータスレポートの送信は、ＬＳＦを含んでいるセグメ
ントに対して暗黙的に肯定応答する。
【００１３】
　ＬＳＦを含んでいるセグメントの受信が完全なＰＤＵの正常受信という結果になる一実
施形態において、受信機は、ＰＤＵに対する肯定応答を示すだけの最適化されたステータ
スレポートを送信することができる。この場合、ステータスレポートは、再セグメント化
されたＰＤＵの各セグメントに対して個別に肯定応答するのではなく、ＰＤＵ全体のステ
ータスレポートを送信する。その方法は、元のＰＤＵのＳＮを含めることによって元のＰ
ＤＵのステータスレポートを送信するだけである。
【００１４】
　一実施形態において、受信機は、タイマが期限切れになった場合に限り、最終セグメン
トを示す最終セグメントフラグを含むＰＤＵセグメントを受信することに応答してステー
タスレポートを送信する。一実施形態において、このタイマは基地局によって構成され、
欠落セグメントのハイブリッドＡＲＱ再送信が完了するのを許容するように設定されてお
り、これによって、尚早の欠落セグメントレポートが送信機に送信されて無用な再送信を
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招くことがないようにしている。ステータスレポートは、欠落セグメントが存在すると受
信機が判断した場合に限り遅延する。
【００１５】
　別の実施形態において、受信ユニットはタイマを備えた構成になっている。受信機は、
、再セグメント化されたプロトコル・データ・ユニットの第１のデータ・ユニット・セグ
メントを受信したときにタイマを起動する。このデータ・ユニット・セグメントのバイト
オフセットがゼロであるとは必ずしも限らない。「最終セグメントフラグ」を有するこの
再セグメント化されたプロトコル・データ・ユニットのデータ・ユニット・セグメントが
タイマの期限切れ前に受信されないと、受信機は送信機にステータスレポートを送信する
。これにより、プロトコル・データ・ユニットを再セグメント化するという送信機の判断
から一定の時間以内に確実にステータスレポートが送信される。この場合、ＬＳＦ表示を
有するデータ・ユニット・セグメントが欠落していれば、タイマにより、同様にステータ
スレポートが送信機に送信されることが保証される。
【００１６】
　以上、本開示およびその最良の形態を、所有権を確立し、当業者が同じものを製作し使
用することが可能になる方法で記載してきたが、本開示にて開示される例示的な実施形態
の等価物があり、本発明の範囲および技術思想を逸脱しない範囲でそれに対する修正およ
び改変が施されてもよく、それは例示的な実施形態によってではなく、添付の請求の範囲
によって制限されるべきであることは理解されよう。

【図１】 【図２】
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